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水稲湛水土中条播におけるノビエ 3.0葉期一発処理除草剤 を適期使用

するための代 かきから播種 までの 日数
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(6)使用薬剤

1)薬 剤 名 :NBA‐ 941 lkg粒剤

2)含有成分 :ピラゾスルフロンエチル、メフェナセッ

省力・低コスト技術として推進されている水稲直播栽   卜、シハロホツプブチル
培においては雑草防除が大きな問題である。 3)登録による使用時期 :イ ネ 15葉期以降ノビエ30葉

普通移植栽培での水稲用除草剤は、イネと雑草の生育   期まで
に差があるため、イネに影響が少なく雑草に対しては除

草効果を発揮している。しかし、直播栽培ではイネより  3 試 験 結 果 及 び 考 察
も雑草の生育が早く、イネに影響が少なく雑草に効果が

高い期間が非常に短いため、除草剤の適期処理が難しい。 (1)試験実施時の気温条件 (表 1)

そこで本試験では、秋田県で主に取り組まれている湛   本試験は、同じ日に代かきを行い、試験区ごとに播
水土中条播における代かき当日、3日後、5日後、7日  種日をずらしているが、播種後 10日 間の平均気温は各
後播種でのイネとノビエの葉齢進展を明らかにし、ノビ  区とも大き松差はなかつた。
工 30葉期一発処理除草剤を適期使用するための代かき  (2)イ ネとノビエの葉齢進展 (図 1)

1 は じ め に

から播種までの日数を検討した。

2試 験 方 法

(1)訓験年次 :2002年

(2)試験場所 :秋田県農業調験場 (雄和町)

(3)土壌タイプ :細粒グライ土

(4)耕種概要

1)供試品種

2)力雹   月巴

3)代かき日

4)播 種 日

5)播 種 量

6)播饉様式

7)減 水 深

8)薬剤処理時期 :イ ネ 15葉期

(5)試験区設定

追肥無し

5月 8日

5月 8日・ 11日・13日・ 15日

各試験区のイネ 15葉期 (除草剤処理時)における

ノビエの葉齢は、代かき当日区で 23葉、代かき 3日

後区で 27葉、代かき5日後区で 30葉、代かき7日後

区で 42葉であつた。すなわち、代かき 7日後区では

NBA 941 lkg粒 剤の登録であるノビエ 30葉期以内に

は薬剤処理ができなかつた。

代かき後 5日以内の播種であればノビエは殺草可能

葉齢内であり、処理適期は 1日だつた。しかし、年次

変動および処理時の天候などを考えると、ノビエ 30

播陸までの日数は3日以内である。

(3)除草効果について (表 2)

代かき 7日後区では、薬剤処理時点でノビエの葉齢

あきたこまち

基肥 N P205-ЮO各 0 5kg/a(全層施肥 )、   葉期一発処理除草剤を適期使用するための代かきから

0 4kg/a(乾籾換算、カルパー 150%衣)  が 30葉期を超えていたため、残草量が他区に比べて

湛水土中条播 (手播き、播種深 lcln)   多かつた。
1∝n1/日

4 ま と め

代かき当日区 :代かき当日 (5月 8日 )播種    ノビエ 30葉期一発処理除草剤を効果的に使用するた

代かき3日後区 :代かき3日後 (5月 11日 )描種   めには、代かき後 3日以内に播種し、静種後は慣行栽培
代かき5日後区 :代かき 5日後 (5月 13日 )播種   に従い 7日間程度落水管理をした後湛水する。

代かき7日後区 :代かき7日後 (5月 15日 )播種    これにより、湛水後 10～ 12日程度でイネが 15葉期
※水管理はいずれも、播種後の日平均気温の積算が  に達した時にはノビエが 27葉期であり、ノビエ 30葉
90°C(平年気温では 7日間程度)に達するまで落水  期一発処理除草剤の適期使用が可能である (図 2)。
し、その翌日から湛水した。
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播種後10日 間
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※場内気象観測装置による測定
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図2 ノビエ3.0葉期一発処理除草剤を効果的に使用するための栽培管理
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※…―― は落水管理時期、 ←―→ は処理可能な時期
※ノビエは自然発生であり、試験区内の最高葉齢である。

図1 代かきから播種までの日数がノビエ3.0葉期一発処理除草剤の処理時期に及ぼす影響

試験区 合計

g/ポ (本 )

0.02(25)

0.94(14)

0.56(10)

※6月 25日抜き取り調査、重量は風乾重、t=trace(<0.01g)

SW 973 1kg粒剤
DE卜 H21kg粒剤
DE卜■2(EW)乳剤
DEH・ BAS(ME)液剤
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